
新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ（企業の方向け）（抄） 

（令和３年７月５日時点版） 

 

 

１ 風邪の症状がある方、感染が疑われる方、感染した方が職場復帰する場合への対応 

＜感染者の職場復帰＞ 

問２）新型コロナウイルス感染症に感染した労働者が職場復帰する際にどのような点に留意

すればよいでしょうか。 

答２）新型コロナウイルス感染症の回復経緯や心身の負担には個人差があることから、療養

終了後に職場復帰する場合の対応に当たっては、業務によって症状を悪化させること等が

ないよう、主治医等の意見を踏まえた本人の申出に基づき、産業医や産業保健スタッフと

も連携し、勤務時間の短縮やテレワークの活用など、労働者の負担軽減に配慮した無理の

ないものとすることが望ましいです。 

長引く症状（いわゆる後遺症）については、令和 3 年 6 月 16 日に以下の様に３つの研

究班から報告されており、詳細は参考からご確認頂けます。今後も引き続き研究を進め、

新たに分かってきた情報については順次明らかにして参ります。 

① 2020 年 9 月～2021 年 5 月に COVID-19 で入院した中等症以上の例において、退院３ヶ月後に肺 CT

画像上で何らかの画像所見があった者は 353 例中 190 例、肺機能検査の結果では肺拡散能（DLCO）

が障害されやすい、自覚症状はとして筋力低下と息苦しさは明確に重症度に依存 

② 2020 年 1月～2021 年 2月に COVID-19 PCR 検査もしくは抗原検査陽性で入院した症例のうち、診断

後６ヶ月経過した 246 例において症状が残っている人の割合は、疲労感・倦怠感 21％、息苦しさ

13％、睡眠障害・思考力や集中力低下 11％、脱毛 10％、筋力低下・頭痛・嗅覚味覚障害９％ 

③ 2021 年 2 月～2021 年 5 月に病院入院中、ホテル療養中の無症状・軽症・中等症の COVID-19 患者

（20歳～59 歳）の参加希望者において、１か月後までの改善率は嗅覚障害が 60％、味覚障害が 84％

であり多くの味覚障害例は嗅覚障害に伴う風味障害の可能性が高い 

 

（参考）厚生労働科学特別研究事業「COVID-19 後遺障害に関する実態調査（中間集計報告）」

等 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000798853.pdf 

  

資料22 



新型コロナウイルスに関する Q&A（労働者の方向け）（抄） 

（令和３年７月５日時点版） 

 

 

１ 風邪の症状があるとき、感染が疑われるとき、新型コロナウイルス感染症から回復し

て職場復帰するときの対応 

＜感染後の職場復帰＞ 

問２）新型コロナウイルス感染症に感染し、治療・療養が終わりましたが、疲労感、息苦

しさなどの症状が続いています。どうしたらよいでしょうか。 

答２）新型コロナウイルス感染症になった後、治療や療養が終わっても一部の症状が長引

く人がいることが分かってきております。長引く症状（いわゆる後遺症）については、

令和 3年 6月 16 日に以下の様に３つの研究班から報告されており、詳細は参考からご確

認頂けます。今後も引き続き研究を進め、新たに分かってきた情報については順次明ら

かにして参ります。 

  療養後にもこのような症状が継続している場合には、使用者は労働者がその生命、身

体等の安全を確保しつつ労働することができるよう必要な配慮を行うこととされている

ことなどを踏まえ、主治医等の意見を聞いた上で、会社の担当者等に勤務時間の短縮や

テレワークの活用等の負担軽減の措置がとれないかご相談いただくことが重要です。 

① 2020 年 9 月～2021 年 5 月に COVID-19 で入院した中等症以上の例において、退院３ヶ月後に肺 CT

画像上で何らかの画像所見があった者は 353 例中 190 例、肺機能検査の結果では肺拡散能（DLCO）

が障害されやすい、自覚症状はとして筋力低下と息苦しさは明確に重症度に依存 

② 2020 年 1月～2021 年 2月に COVID-19 PCR 検査もしくは抗原検査陽性で入院した症例のうち、診断

後６ヶ月経過した 246 例において症状が残っている人の割合は、疲労感・倦怠感 21％、息苦しさ

13％、睡眠障害・思考力や集中力低下 11％、脱毛 10％、筋力低下・頭痛・嗅覚味覚障害９％ 

③ 2021 年 2 月～2021 年 5 月に病院入院中、ホテル療養中の無症状・軽症・中等症の COVID-19 患者

（20歳～59 歳）の参加希望者において、１か月後までの改善率は嗅覚障害が 60％、味覚障害が 84％

であり多くの味覚障害例は嗅覚障害に伴う風味障害の可能性が高い 

（参考）厚生労働科学特別研究事業「COVID-19 後遺障害に関する実態調査（中間集計報告）」

等 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000798853.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000798853.pdf

